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て
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
方
向
性

を
探
っ
て
い
ま
す
。

都市�
　環境�
都市�
　環境�

企画�
　総務�
企画�
　総務�

保健�
　福祉�
保健�
　福祉�

文教�
　生活�
文教�
　生活�

　

委
員　

情
報
誌
の
発
行
回
数
、

広
告
の
掲
載
、
情
報
誌
の
配
布
場

所
、
お
よ
び
委
託
内
容
は
。

　

担
当
者　

情
報
誌
の
発
行
回
数

は
、
二
〇
〇
七
年
度
に
三
回
、
二

〇
〇
八
年
度
以
降
は
年
四
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
広
告
は
、
委
託

先
で
募
集
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
配
布
場
所
は
、
町
田
市

の
公
共
施
設
や
広
告
掲
載
に
協
力

町
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　

委
員　

新
設
さ
れ
た
手
数
料
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

担
当
者　

建
築
基
準
法
が
一
定

規
模
以
上
の
建
物
に
つ
い
て
、
市

で
建
築
確
認
を
受
け
た
場
合
や
民

間
の
確
認
検
査
機
関
で
確
認
を
受

け
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
東
京
都

の
指
定
す
る
機
関
に
、
そ
の
構
造

の
適
合
性
に
つ
い
て
判
定
を
受
け

る
と
い
う
法
制
度
に
変
わ
り
ま
し

た
。
手
数
料
は
、
市
へ
一
た
ん
納

め
て
も
ら
い
、
市
の
手
数
料
を
差

し
引
い
て
か
ら
適
合
性
の
判
定
機

関
に
支
払
い
を
し
ま
す
。

　

委
員　

こ
の
手
続
き
を
踏
ん
で

耐
震
性
に
問
題
が
出
た
場
合
、
こ

の
責
任
は
町
田
市
に
な
い
と
理
解

し
て
よ
い
の
か
。　

　

担
当
者　

今
の
法
制
度
は
、
町

田
市
に
建
築
確
認
が
出
さ
れ
た
場

合
、
判
定
機
関
の
結
果
を
含
め
、

町
田
市
の
建
築
主
事
が
責
任
を
負

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

病
院
事
業
改
革
調
査
委

託
料
に
つ
い
て
、
委
託
し
な
い
で
、

病
院
職
員
の
判
断
で
で
き
な
い
の

か
。

　

担
当
者　

今
年
度
の
四
月
に
経

営
企
画
室
を
創
設
し
、
現
下
の
医

療
環
境
で
の
病
院
経
営
管
理
と
い

う
も
の
を
確
立
す
べ
く
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
、

診
療
報
酬
の
改
定
、
医
療
制
度
改

革
等
を
含
め
て
、
と
り
わ
け
二
期

・
三
期
増
改
築
工
事
は
起
債
事
業

に
な
る
た
め
、
多
方
面
か
ら
検
討

で
き
る
経
営
管
理
が
求
め
ら
れ
、

そ
う
い
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
な
部

分
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
導
入
し

た
い
。

　

委
員　

調
査
の
力
点
、
重
点
的

な
部
分
は
病
院
の
ど
こ
か
。

　

担
当
者　

主
に
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
を
検
討
す
る
こ
と

情
報
誌
作
成
委
託
料

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

･
配
付
委
託
料

行
政
経
営
改
革
推
進
費

し
て
い
た
だ
い
た
商
店
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
委
託
内
容
は
、

企
画
、
編
集
、
印
刷
、
配
送
ま
で

で
、
町
田
市
か
ら
行
政
情
報
を
提

供
し
、
民
間
の
視
点
で
記
事
を
編

集
し
て
い
た
だ
く
形
で
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

委
員　

広
告
を
掲
載
す
る
理
由

は
何
か
。

　

担
当
者　

情
報
誌
の
発
行
に
関

し
て
は
、
折
り
込
み
の
経
費
は
持

た
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
違
い
印
刷
単
価

も
上
が
り
ま
す
。
そ
の
中
で
町
田

市
か
ら
の
出
費
を
抑
え
る
た
め
、

広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、
広

告
収
入
を
収
益
と
し
て
計
上
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

度
の
負
担
を
い
た
だ
き
、
支
え
て

い
き
た
い
。

を
つ
か
さ
ど
る
点
や
、
事
務
の
一

部
に
つ
い
て
委
任
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
が
、
新
し
い
規
定
の
中
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

収
入
役
に
は
地
方
自
治

体
の
会
計
事
務
を
管
理
す
る
と
い

う
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
機
能
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
ど

の
よ
う
な
形
で
担
保
さ
れ
る
の
か
。

　

担
当
者　

会
計
職
員
あ
る
い
は

会
計
管
理
者
に
変
わ
る
が
、
会
計

管
理
者
を
補
佐
す
る
た
め
の
組
織

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。

町
田
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正

　

委
員　

助
役
か
ら
副
市
長
に
名

前
が
変
わ
る
が
、
権
限
や
仕
事
の

中
身
は
変
わ
る
の
か
。

　

担
当
者　

地
方
分
権
で
、
複
雑

多
岐
な
事
務
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

長
の
命
を
受
け
て
政
策
及
び
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
鶴
見
川

流
域
に
つ
い
て
作
業
を
し
て
お
り
、

今
回
そ
の
二
つ
の
流
域
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　

委
員　

今
回
は
あ
く
ま
で
河
川

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

担
当
者　

低
地
が
ど
の
程
度
浸

水
す
る
の
か
、
避
難
路
、
避
難
場

所
が
使
え
る
の
か
、
今
回
そ
う
い

う
こ
と
を
図
示
し
て
わ
か
り
や
す

い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

　

委
員　

場
所
の
選
定
が
非
常
に

難
し
い
と
思
う
が
、
作
成
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　

担
当
者　

東
京
都
で
浸
水
予
想

区
域
図
の
調
査
を
し
て
お
り
、
す

で
に
境
川
流
域
に
つ
い
て
は
発
表

に
な
っ
て
お
り
、
病
院
経
営
の
あ

り
方
、
人
事
、
給
与
、
あ
る
い
は

労
務
の
関
係
を
メ
ー
ン
に
テ
ー
マ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

　

委
員　

野
球
場
の
利
用
時
間
は

一
単
位
二
時
間
だ
が
、
グ
ラ
ウ
ン

町
田
市
体
育
施
設
条
例
の
一

部
改
正

ド
の
整
備
や
整
地
の
時
間
な
ど
を

考
慮
し
て
三
時
間
に
で
き
な
い
か
。

　

担
当
者　

一
単
位
当
た
り
二
時

間
の
利
用
で
、
一
日
五
単
位
利
用

で
き
ま
す
。
一
単
位
当
た
り
の
利

用
時
間
を
増
や
す
と
、
一
日
の
利

用
単
位
数
が
減
少
し
て
し
ま
う
た

め
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
田
市
原
町
田
一
丁
目
自
動

車
駐
車
場
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

委
員　

駐
車
料
金
に
つ
い
て
、

「
最
初
の
三
〇
分
ま
で
一
五
〇
円
」

と
設
定
し
た
根
拠
は
何
か
。
二
〇

分
一
〇
〇
円
に
で
き
な
い
の
か
。

　

担
当
者　

そ
の
よ
う
な
考
え
方

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
、

二
時
間
、
一
時
間
、
三
〇
分
の
三

種
類
の
パ
ー
キ
ン
グ
カ
ー
ド
を
発

行
し
、
相
当
数
が
出
回
っ
て
い
る

関
係
で
、
最
小
単
位
を
三
〇
分
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
で
す
。

民
間
交
番
運
営
費
補
助
金

　

委
員　

補
助
金
の
内
容
は
何
か
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
に

対
し
て
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

担
当
者　

補
助
金
の
内
容
は
、

人
件
費
が
約
三
三
〇
万
円
、
そ
の

ほ
か
電
気
、
水
道
な
ど
の
使
用
料

で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇
〇
六

年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
一
団
体
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
等
か
ら
大
き
な
協
力
が
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
交
番
の
あ
り
方
に
つ
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

　

委
員　

や
ま
ゆ
り
号
運
行
サ
ー

ビ
ス
運
営
費
補
助
金
に
つ
い
て
、

今
ま
で
の
よ
う
に
無
料
と
し
た
ら
、

市
と
し
て
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

担
当
者　

利
用
料
は
約
七
九
万

二
、
〇
〇
〇
円
で
す
。

　

委
員　

な
ぜ
、
今
ま
で
ど
お
り

に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

担
当
者　

高
齢
の
方
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
は
、
相
当
数
ふ
え

て
い
る
が
、
や
ま
ゆ
り
号
は
一
五

〇
人
し
か
対
応
で
き
な
い
。
土
曜

日
も
や
り
、
一
日
三
回
転
に
し
、

四
〇
〇
人
程
度
ま
で
広
げ
て
、
多

く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め
、
一
定
程

認
可
外
保
育
所
利
用
者
補
助

事
業
費

　

委
員　

金
額
の
積
算
根
拠
は
。

　

担
当
者　

認
可
保
育
所
の
平
均

保
育
料
は
、
大
体
一
万
八
、
九
〇

〇
円
、
認
可
外
保
育
施
設
の
平
均

保
育
料
が
、
五
万
円
ち
ょ
っ
と
で

あ
り
、
そ
の
差
の
約
二
分
の
一
と

い
う
こ
と
で
、
一
万
五
、
〇
〇
〇

円
に
し
ま
し
た
。
二
子
目
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
認
証

保
育
所
の
Ａ
型
に
利
用
者
の
割
引

が
あ
り
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
半
額

の
七
、
五
〇
〇
円
で
す
。

　

委
員　

申
請
方
法
は
。

　

担
当
者　

基
本
的
に
は
、
利
用

し
た
施
設
を
経
由
し
て
申
請
書
を

と
り
ま
と
め
て
も
ら
い
、
直
接
指

定
さ
れ
た
保
護
者
の
口
座
に
振
り

込
む
予
定
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

委
員　

設
置
す
る
場
所
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
使
用
方
法
の
講
習
会

は
実
施
さ
れ
る
の
か
。　

　

担
当
者　

市
内
の
小
中
学
校
す

べ
て
に
設
置
し
ま
す
。
四
月
に
は

各
学
校
で
説
明
会
を
行
い
た
い
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器
借
上

料

　

委
員　

用
地
・
建
物
購
入
費
に

つ
い
て
、
一
〇
億
円
以
上
の
費
用

を
支
出
し
て
購
入
す
る
目
的
や
、

購
入
価
格
の
算
出
根
拠
及
び
事
業

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

中
心
市
街
地
活
性
化
施
設
整

備
費

　

担
当
者　

現
行
の
旧
ぱ
・
る
・

る
プ
ラ
ザ
町
田
に
つ
い
て
は
、
年

間
約
三
六
万
人
か
ら
、
多
い
と
き

で
四
〇
万
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま

し
た
。
平
成
一
七
年
度
に
つ
い
て

も
早
い
時
期
に
映
画
館
の
営
業
は

終
了
し
て
い
た
も
の
の
三
六
万
人

の
利
用
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提

に
考
え
る
と
、
今
後
も
中
心
市
街

地
の
中
で
の
集
客
施
設
の
大
き
な

核
と
な
る
施
設
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
大
幅
な
変
更
を
加
え
ず
、

現
状
を
ベ
ー
ス
に
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
積
算
の
根
拠
は
、

基
本
的
に
は
日
本
郵
政
公
社
と
の

協
議
の
中
で
行
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
土
地
、
建
物
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
不
動
産
鑑
定
に
基
づ
い

た
金
額
で
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

パ
ネ
ル
の
全
面
改
修
を

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
補

修
工
事
費

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
も

の
は
何
年
使
用
し
た
の
か
。
ま
た
、

全
面
改
修
す
る
際
の
基
準
が
あ
る

の
か
。

　

担
当
者　

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
に
つ
い
て
は
、
長
い
と
こ
ろ

で
建
設
後
約
二
五
年
経
過
し
て
い

ま
す
。
全
面
改
修
の
基
準
は
特
に

設
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

昨
年
、
耐
震
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
、
最
も
結
果
の
良
く
な
か
っ

た
箇
所
で
パ
ネ
ル
を
至
急
に
取
り

替
え
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
前
の
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
三
号
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
も

耐
震
補
強
が
必
要
と
の
結
果
が
出

た
た
め
、
三
号
デ
ッ
キ
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
七
年
度
に
タ
イ
ル
の

全
面
補
修
と
耐
震
補
強
を
行
い
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
債
務
負
担

行
為
で
パ
ネ
ル
の
全
面
的
な
改
修

を
行
っ
て
い
き
た
い
。


